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研究テーマ
• 作用素環
• 量子群
• テンソル圏

研究テーマの概要
作用素環論はHilbert空間上の有界線形作用素のなす環で，このような環は位相空間上の連続関数
のなす環の “非可換化”と思うことができるものです．このような立場から，“非可換な空間”の上の
群構造について研究する分野が (作用素環論的な意味での)量子群論です．このような量子群論は作用
素環の重要な具体例であるだけでなく，作用素環論におけるGalois理論の類似である部分因子環論な
どとも関連しています．
私は，このような量子群の表現論やトポロジー的な側面に興味をもって研究していますが，その過
程で，(量子)群の作用素環への作用の分類やより一般のテンソル圏などについても研究しています．
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学生へのメッセージ
私の専門は作用素環論や量子群ですが，広い意味でこれらに属する内容ならある程度自由に選んで
もらって構いません．私の詳しいことならもちろん，そうでないことについても一緒に勉強しましょ
う．私自身が学生時代に指導教員から自由な研究を後押ししてもらったことを感謝しているので，皆
さんにも同じように指導できればと思っています．もし私の専門に近いことを勉強する場合は

• Murphy, Gerard J. C*-algebras and operator theory. Academic Press, Inc., 1990

• Jantzen, Jens Carsten. Lectures on quantum groups. Graduate Studies in Mathematics, 6.

American Mathematical Society,, 1996

• Neshveyev, Sergey ; Tuset, Lars. Compact quantum groups and their representation cate-

gories. Cours Spécialisés, 20. Société Mathématique de France, 2013.

などを読んでもらうことが候補に上がります．その他には，スペクトルグラフ理論などを指導したこ
ともあります．
セミナーでは，内容を深く理解して臨むことを期待します．例えば，メモなどを見ずに発表できる
くらい理解していることは一つの目安になると思います．これは丸暗記するということではなく，皆
さんはおそらく高校数学なら何も見ずに解説できると思いますが，分野のプロとして修士や博士を取
得する以上，発表する内容については同等のレベルで理解していることが望ましいということです．
微分積分学，線形代数，位相空間論，基本的な群論，ルベーグ積分論，フーリエ解析，関数解析学
は自由に使いこなせることが必須です．また，それ以外の内容についても知っていれば知っているだ
け有利になります．学部で習うような数学はもちろん，表現論や確率論，トポロジー，数理物理など
は深く関係しています．とはいえ，多くのことを知っていることは研究をする上で必須ではなく，基
礎的なことを深く理解していることのほうがずっと重要です．
分野の枠にとらわれず，幅広く数学の興味を持つ人のほうが私との親和性が高いと思います．


